
我らの道場をしっかり整備我らの道場をしっかり整備

令和５年度春季岩手山・弘前演習場整備令和５年度春季岩手山・弘前演習場整備
・関連記事４面・関連記事４面

今年度最初の連隊射撃野営!!今年度最初の連隊射撃野営!!

令和５年度第１次連隊射撃野営令和５年度第１次連隊射撃野営
・関連記事５面・関連記事５面

・関連記事２・３面・関連記事２・３面

弘前駐屯地創立55周年弘前駐屯地創立55周年
記念日行事記念日行事

― 業務予定 ―

●弘前ねぷたまつり

●忠霊塔清掃ボランティア

発　　行

弘前市防衛協会

事務局：弘前商工会議所内
住所 弘前市上鞘師町18-1

電話 33－４１１１㈹

印 刷 　 小 野 印 刷
弘前市富田町52
電話 32－７４７１
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駐屯地防衛館の様子

受付の様子

観閲行進

居合い

萱沼司令式辞

体験試乗の様子

屋内コンサートの様子

巡閲

にぎわいを見せる戦車の展示コーナー

　
弘
前
駐
屯
地
（
司
令
・
萱
沼
一
佐
）
は
、

駐
屯
地
創
立
五
十
五
周
年
記
念
日
行
事
を
挙

行
し
た
。

　
記
念
日
当
日
は
、
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
つ
つ

あ
る
状
況
の
中
、
感
染
防
止
対
策
を
万
全
に

実
施
。
時
折
強
風
が
吹
く
中
で
は
あ
る
も
の

の
駐
屯
地
記
念
日
当
日
は
、
招
待
者
等
、
県

内
外
か
ら
合
わ
せ
て
約
三
千
名
が
駐
屯
地
を

訪
れ
た
。

　
記
念
式
典
で
は
、
観
閲
部
隊
指
揮
官
・
第

九
偵
察
隊
長
・
白
﨑
二
佐
の
指
揮
す
る
約

三
百
五
十
名
の
隊
員
に
対
し
、
萱
沼
司
令

は
「
我
々
は
強
く
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
津

軽
の
地
と
人
を
守
る
こ
と
が
責
務
で
あ
り
、

わ
が
国
に
指
一
本
触
れ
さ
せ
な
い
、
抑
止
力

の
体
現
者
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
弘

前
駐
屯
地
は
こ
れ
か
ら
も
郷
土
に
思
い
を
馳

せ
、
任
務
に
邁
進
し
ま
す
。
弘
前
駐
屯
地
に

対
し
ま
し
て
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
声
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。」
と
式
辞
し
た
。

　
続
い
て
、
櫻
田
宏
弘
前
市
長
、
佐
藤
正
久

参
議
院
議
員
、
滝
沢
求
参
議
院
議
員
が
来
賓

祝
辞
を
述
べ
た
。
次
い
で
、
第
九
音
楽
隊
の

演
奏
の
中
、
観
閲
行
進
を
実
施
。
隊
員
約
三

百
五
十
名
、
車
両
三
十
五
両
、
航
空
機
二
機

の
堂
々
た
る
行
進
に
大
勢
の
観
客
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　
記
念
式
典
の
後
、
第
九
音
楽
隊
に
よ
る
華

麗
な
演
奏
、
第
九
偵
察
隊
に
よ
る
一
糸
乱
れ

ぬ
オ
ー
ト
バ
イ
ド
リ
ル
、
第
四
中
隊
を
基
幹

と
し
た
増
強
部
隊
に
よ
る
迫
力
満
点
の
訓
練

展
示
が
行
わ
れ
、
目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ

た
戦
闘
シ
ー
ン
、
火
砲
の
空
包
射
撃
に
歓
声

が
沸
き
あ
が
っ
た
。

　
こ
の
他
に
も
高
機
動
車
の
体
験
試
乗
、
屋

内
コ
ン
サ
ー
ト
、
チ
ビ
ッ
子
広
場
、
装
備
品

展
示
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
駐
屯

地
を
訪
れ
た
多
く
の
お
客
様
と
信
頼
・
理
解

を
深
め
る
記
念
行
事
と
な
っ
た
。

　

　
特
に
今
年
度
で
廃
止
さ
れ
る
第
九
偵
察
隊

に
よ
る
オ
ー
ト
バ
イ
ド
リ
ル
に
は
一
際
大
き

な
歓
声
が
あ
が
っ
た
。
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ウイリー走行

連続ジャンプ

トラックの荷台からジャンプ

オートバイ隊の指揮を執る木村３尉

木村３尉による最後のジャンプ

ニンジャ走り

アクセルターン

ダブルジャンプ

転倒射撃及び車上射撃

紹介される隊員

　
第
九
偵
察
隊
に
よ
る
オ
ー
ト
バ
イ

ド
リ
ル
の
特
集
で
す
。

　
今
回
の
オ
ー
ト
バ
イ
ド
リ
ル
は
三

月
に
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ

シ
ッ
ク
が
実
施
さ
れ
優
勝
し
た
事
も

あ
り
、
ワ
ー
ル
ド
バ
イ
ク
ク
ラ
シ
ッ

ク
と
称
し
て
Ｗ
Ｂ
Ｃ
弘
前
代
表
と
し

て
「
あ
の
感
動
を
も
う
一
度
お
届
け

し
ま
す
。」
と
士
気
も
高
ら
か
に
演

技
を
行
っ
た
。

　
オ
ー
ト
バ
イ
ド
リ
ル
を
実
施
し
た

隊
員
は
ジ
ャ
パ
ン
と
書
か
れ
た
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
調
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
用

し
、
北
は
青
森
市
、
南
は
千
葉
県
出

身
の
精
鋭
十
名
の
紹
介
か
ら
始
ま

り
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
か
ら
の

ジ
ャ
ン
プ
、
ア
ク
セ
ル
タ
ー
ン
、
ス

ラ
ロ
ー
ム
走
、
ブ
レ
ー
キ
タ
ー
ン
、

ジ
ャ
ン
プ
台
を
使
用
し
て
の
連
続

ジ
ャ
ン
プ
、
転
倒
射
撃
、
車
上
射

撃
、
ニ
ン
ジ
ャ
走
り
、
ウ
イ
リ
ー
走

行
、
ダ
ブ
ル
ジ
ャ
ン
プ
、
最
後
に

オ
ー
ト
バ
イ
ド
リ
ル
を
指
揮
し
た
木

村
三
尉
の
ジ
ャ
ン
プ
で
幕
を
閉
じ

た
。
素
晴
ら
し
い
美
声
の
実
況
と
卓

越
し
た
技
術
と
華
麗
な
ジ
ャ
ン
プ
姿

で
観
客
を
魅
了
し
た
隊
員
達
に
観
覧

し
た
お
客
様
か
ら
は
終
止
、
沢
山
の

歓
声
と
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

8,000
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我らの道場とホームグラウンドをしっかり整備我らの道場とホームグラウンドをしっかり整備

しっかりと打ち込む

ドローン運用

萱沼連隊長の点検の様子

しっかりと整地

野外炊事の様子

Ａｆｔｅｒ

小型Ｄｚによる整備

チェーンソーで太い木を伐採

伐採機作業

Ｂｅｆｏｒｅ

　
弘
前
駐
屯
地
（
司
令
・
萱
沼
一
佐
）
は
、
令
和
五
年
度
春
季
岩
手
山
及
び

弘
前
演
習
場
整
備
を
実
施
し
た
。

　
今
年
度
の
春
季
岩
手
山
演
習
場
整
備
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
第
五

類
に
移
行
し
た
中
で
の
演
習
場
整
備
に
な
っ
た
が
、
各
隊
員
は
、
感
染
防
止

に
努
め
な
が
ら
作
業
に
あ
た
っ
た
。

　
整
備
期
間
中
は
、
天
候
も
良
く
絶
好
の
整
備
日
和
と
な
っ
た
。
各
隊
員
は

日
頃
、
自
分
達
が
訓
練
な
ど
で
使
用
す
る
道
場
を
整
備
し
た
。

　
次
い
で
、
弘
前
演
習
場
整
備
は
連
隊
、
第
九
偵
察
隊
の
隊
員
が
参
加
し
、

二
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
た
。
整
備
は
五
月
に
も
か
か
わ
ら
ず
夏
日
と
な

り
、
気
温
が
高
ま
る
中
、
額
に
汗
を
光
ら
せ
な
が
ら
日
頃
自
分
達
が
訓
練
な

ど
で
使
用
す
る
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
し
た
。
参
加
し
た
隊
員
か
ら
は

「
弘
前
も
岩
手
同
様
し
っ
か
り
と
整
備
し
て
訓
練
に
臨
み
た
い
。」
と
の
声
が

聞
か
れ
た
。

弘前自衛隊指定店
割引特典あり

●深視力検査器完備
●充電式補聴器も試聴可
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個人携帯対戦車弾発射 ０１式軽対戦車誘導弾の射撃

０６式小銃てき弾射撃の様子 小型指向性散弾を設置する隊員 重機関銃の射撃

狙撃銃の射撃

夜間射撃の様子

　
第
三
十
九
普
通
科
連
隊
（
連
隊

長
・
萱
沼
一
佐
）
は
、
令
和
五
年
度

連
隊
第
一
次
射
撃
野
営
訓
練
を
岩
手

山
演
習
場
に
て
実
施
し
た
。

　
本
訓
練
は
、
射
撃
・
爆
破
練
度
の

維
持
・
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
た
。
実
施
し
た
課
目
は
狙
撃

銃
、
１
２
・
７
ｍ
ｍ
重
機
関
銃
、
個

人
携
帯
対
戦
車
弾
、
０
６
式
小
銃
て

き
弾
、
０
１
式
軽
対
戦
車
誘
導
弾
、

８
１
ｍ
ｍ
迫
撃
砲
及
び
１
２
０
ｍ
ｍ

迫
撃
砲
、
指
向
性
散
弾
で
あ
る
。

　
当
日
は
恵
ま
れ
た
天
候
の
中
、
隊

員
は
各
種
射
撃
・
爆
破
訓
練
に
専
念

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
連
隊
は
今
後

の
訓
練
に
向
け
、
引
き
続
き
射
撃
練

度
の
維
持
・
向
上
に
努
め
て
い
く
。
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駐屯地司令も援農に参加

一つ一つ丁寧に実選りする曹友会長

呼気点検のようす

ゴミ拾い

ティッシュ配り

第
一
中
隊

　
陸
曹
長�

小
林

　
由
彦

　

第
二
中
隊

　
准
陸
尉�

会
田

　
　
隆

　

　第
三
中
隊

　
陸
曹
長�

成
田

　
　
譲

　

重
迫
撃
砲
中
隊

　
三
等
陸
尉�

相
馬

　
浩
樹

　

　
一
等
陸
曹�

鳥
谷
部

　
勝
久

　
弘
前
駐
屯
地
曹
友
会
（
曹
友
会
長
・
村
上
曹
長
）
は
、
春
の
交
通
安
全
運
動
に
伴
い

駐
屯
地
で
の
挨
拶
運
動
を
実
施
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
春
の
交
通
安
全
運
動
の
期
間
に
、
弘
前
駐
屯
地
曹
友
会
が
行
っ
て
い
る

も
の
で
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
中
、
曹
友
会
員
は
登
庁
す
る
隊
員
に
元
気
よ
く

挨
拶
を
実
施
し
、
交
通
安
全
に
関
す
る
注
意
事
項
の
紙
が
入
っ
た
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
手
渡
し
た
。
曹
友
会
の
活
動
と
と
も
に
各
中
隊
の
先
任
上
級
曹
長
に
よ
る
挨
拶

運
動
、
警
務
隊
に
よ
る
呼
気
点
検
も
合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
た
。

　
隊
員
た
ち
は
、
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
再
認
識
す
る
良
い
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

　
弘
前
駐
屯
地
曹
友
会
（
曹
友
会
長
・
村
上
曹
長
）
は
、
駐
屯
地
周
辺
の
り
ん
ご

園
で
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
た
。

　
こ
の
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
平
素
よ
り
駐
屯
地
周
辺
地
域
を
持
続
走
、
行
進

訓
練
並
び
に
ス
キ
ー
訓
練
等
の
コ
ー
ス
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
農

家
の
方
々
に
対
し
、
基
幹
産
業
で
あ
る
り
ん
ご
栽
培
の
摘
花
作
業
を
通
じ
て
地
域

住
民
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
弘
前
駐
屯
地
が
開
庁
し
た
翌
年
の
一
九

六
九
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、
暖
か
い
日
が
続
き
例
年
に
比
べ
て
り
ん
ご
の
生
育
が
早
い
中
、
駐

屯
地
隊
員
延
べ
九
十
六
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
、
八
軒
の
農
家
の
方
々
の

農
園
で
り
ん
ご
の
実
選
り
作
業
を
実
施
し
た
。

　
隊
員
達
は
、
時
折
照
り
つ
け
る
日
差
し
の
も
と
、
農
家
の
方
々
か
ら
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
慎
重
に
、
黙
々
と
実
選
り
作
業
に
励
ん
だ
。
ま
た
、
休
憩
・
昼
食
時

に
は
農
家
の
方
々
の
苦
労
話
や
り
ん
ご
の
話
題
・
自
衛
隊
の
話
題
な
ど
を
通
じ
て

互
い
に
交
流
を
深
め
て
い
た
。

　
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
駐
屯
地
司
令
、
業
務
隊
長
、
第
九
偵
察
隊
長
、
駐
屯

地
最
先
任
上
級
曹
長
、
第
三
十
九
普
通
科
連
隊
副
連
隊
長
、
第
三
科
長
、
第
三
中

隊
長
も
参
加
し
、
弘
前
駐
屯
地
の
伝
統
を
継
承
し
た
。

第
九
偵
察
隊

　
陸
曹
長�

佐
藤

　
敏
昭

　

業
務
隊

　
陸
曹
長�

相
馬

　
浩
信

　

　
弘
前
駐
屯
地
曹
友
会
（
曹
友
会
長
・
村
上
曹
長
）
は
、
駐
屯
地
外
柵
周
辺
の
清
掃
活

動
を
実
施
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
弘
前
駐
屯
地
創
立
記
念
日
行
事
に
さ
き
が
け
て
行
わ
れ
、
駐
屯
地
の
玄

関
口
を
き
れ
い
に
し
て
、
記
念
日
に
来
隊
さ
れ
る
方
々
を
迎
え
る
事
と
、
外
柵
周
辺
の

環
境
の
美
化
を
目
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
各
中
隊
か
ら
参
加
し
た
曹
友
会
員
が

集
ま
る
と
曹
友
会
長
よ
り
「
今
年
も
例
年
通
り
、
い
や
！
そ
れ
以
上
に
き
れ
い
に
し
て

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
を
迎
え
入
れ
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
曹
友
会
の
お
そ
ろ
い
の
ベ
ス
ト
を
着
た
隊
員
た
ち
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
ビ
ン
・
缶
の
ゴ
ミ
袋
を
手
に
一
時
間
近
く
清
掃
し
た
。
参
加
し
た
曹
友
会
員
か
ら

は
「
雪
が
解
け
た
ら
、
ゴ
ミ
が
結
構
落
ち
て
て
び
っ
く
り
で
し
た
」「
清
掃
活
動
を
通
し

て
地
域
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　
清
掃
活
動
が
終
わ
り
、
曹
友
会
長
か
ら
は
「
会
員
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
大
変
綺
麗

に
な
り
ま
し
た
。
来
年
も
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。」
と
最
後
に
「
ク
リ
ー
ン
作
戦
完

了
」
と
締
め
た
。
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